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会
館
利
用
率
評
価
は
Ｂ
ク
ラ
ス

　
　
　
　
委
員
長

　
鈴
木
久
米

　

　

当
会
館
の
利
用
率
は
市
内
11
館

の
内
で
一
番
最
低
で
あ
る
。
理
由

は
簡
単
で
、
市
内
で
一
番
立
地
条

件
の
悪
い
位
置
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
端
的
に
云
う
な
ら
ば
当
館
は

西
砂
町
一
〜
七
丁
目
エ
リ
ア
の
五

丁
目
に
在
り
、
六
丁
目
に
も
同
じ

よ
う
な
館
西
砂
学
習
館
が
在
る
。

行
政
の
評
価
は
学
習
館
は
30.6%

で

西
砂
会
館
は
29.5%

で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
行
政
の
西
砂
会
館
に

対
す
る
評
価
が
悪
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
毎
年
指
定
管
理
料
の
賃
金
を

カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
私
は
左
記
に

記
す
と
お
り
行
政
の
考
え
方
が
当

方
と
違
い
が
多
く
有
り
す
ぎ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

私
は
地
域
内
の
各
種
団
体
（
五

団
体
中
の
三
団
体
）
の
定
期
総
会

に
出
席
し
、
西
砂
会
館
を
利
用
し

て
頂
く
よ
う
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
殆
ど

利
用
し
て
頂
け
な
い
。
理
由
は
簡

単
で
、場
所
が
遠
い
か
ら
で
あ
る
。

当
館
は
20
台
分
の
駐
車
場
が
有
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
が
無

い
。
以
前
、
空
部
屋
を
無
く
す
運

動
を
行
い
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て

会
館
の
回
り
、
西
砂
学
習
館
等
に

貼
っ
た
が
何
の
効
果
も
無
か
っ
た
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
各
自
自
由
で

あ
る
が
、
地
域
の
団
体
長
の
考
え

方
で
も
あ
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
云
う
考
え
方
を
見
直
さ
な
い

限
り
、
毎
年
こ
の
様
な
事
が
続
い

て
し
ま
い
、
大
き
な
問
題
に
な
り

か
ね
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

こ
う
云
っ
て
も
だ
め
で
、
当
館
で

は
伝
統
文
化
で
あ
る
食
文
化
活
動

を
前
向
き
に
・
前
向
き
に
行
い
、

昔
な
が
ら
の
食
を
地
域
に
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
行
く
。
ま
た
、
毎
年

一
回
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練
を
継

続
し
て
必
ず
行
う
こ
と
に
す
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方

法
な
ど
訓
練
を
重
点
的
に
行
っ
た

て
き
た
こ
と
が
、
過
日
館
内
で
緊
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急
事
故
発
生
し
た
時
に
、
素
早
く

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
等
の
対
応
出
来
、

大
事
に
成
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
地
域

内
の
団
体
の
協
力
を
得
て
、
会
館

ま
つ
り
な
ど
に
参
加
し
て
頂
き
、

盛
り
上
げ
て
も
ら
う
事
と
活
動
内

容
な
ど
も
前
向
き
に
考
え
、
地
域

の
特
色
を
組
み
入
れ
た
会
館
運
営

を
心
掛
け
て
行
う
考
え
で
あ
り
ま

す
。

　
八
月
七
日
　
日
曜
日
　

会
館
に
て

　『
流
し
ソ
ー
メ
ン
大
会
』
を

開
催
い
た
し
ま
す

　

地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
を
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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　『
西
砂
会
館
ま
つ
り
』

　

去
る
三
月
十
三
日
に
第
二
十
二

回
西
砂
会
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
も
ち
つ
き
、
手
打

ち
う
ど
ん
、
地
元
野
菜
や
包
丁
研

ぎ
な
ど
盛
況
で
午
後
か
ら
の
演
芸

の
部
も
と
て
も
楽
し
く
終
わ
り
ま

し
た
。

手
も
み
茶
作
り

　

去
る
五
月
八
日
に
お
茶
摘
み
と

手
も
み
茶
作
り
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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道
南
割
三
千
二
百
十
二
番
地
に
あ

り
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

私
の
子
供
の
頃
、
昭
和
十
年
頃

（
１
９
３
５
）
古
老
（
菊
池
多
蔵
）
さ

ん
の
話
で
は

二
番
の
武
蔵

屋
（
内
野
）

さ
ん
の
家
に

あ
っ
た
神
社

を
一
番
組
で

貰
い
受
け
て

現
在
の
所
に

奉
っ
た
と
言

う
、
そ
の
事

は
不
明
だ
が

色
々
の
祭
事

の
時
に
は
二

番
の
内
野
家

へ
行
っ
て
い

た
も
の
で
し

た
。全
村（
中

里
、
宮
沢
、
殿
ヶ
谷
は
別
）
の
神

社
と
し
て
は
一
番
組
（
一
番
町
）

か
ら
十
番
組
（
若
葉
町
）
迄
の
氏

子
を
持
つ
阿
豆
佐
味
天
神
社
が
あ

 
一
番
組
の
天
王
様 

　（
八
雲
「
八
坂
」
神
社
）
の
話

内
野
忠
司

　

　

五
日
市
街
道
が
玉
川
上
水
と
交

差
す
る
地
点
に
奉
ら
れ
て
い
る
天

王
様
（
八
雲
神
社
）
は
一
番
組
の

邑
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
奉
ら

れ
て
い
る
。
昭
和
十
年

（
１
９
３
５
）
の
頃
以
前
は

五
月
五
日
〜
六
日
に
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
て
、

年
の
暮
に
は
子
供
達
が

「
根
っ
こ
く
ん
な
い
」

と
言
っ
て
部
落
（
旧
一

番
組
）
の
家
々
を
回
り

薪
類
を
集
め
、更
に「
御

神
酒
く
ん
な
い
」と
銭
を
貰
っ
て
、

そ
の
お
金
で
菓
子
や
ミ
カ
ン
等
を

買
い
参
加
し
た
子
供
達
が
分
け
合

い
ま
し
た
。
薪
類
は
十
二
月

三
十
一
日
翌
一
月
一
日
の
朝
に
か

け
て
燃
や
し
て
新
年
初
詣
で
の
人

が
寄
っ
て
暖
ま
っ
て
行
き
ま
し

た
。
残
り
の
薪
は
二
月
三
日
の
節

分
の
晩
に
炊
き
ま
し
た
。（
一
番

組
の
人
々
は
四
番
の
阿
豆
佐
味
天

神
社
の
氏
子
な
の
で
四
番
組
の
子

供
達
が
来
て
同
じ
様
に
「
根
っ
こ

く
ん
な
い
」

「
御
神
酒
く

ん
な
い
」
が

繰
り
か
え
さ

れ
ま
す
）

　

八
雲
（
八

坂
）
神
社
が

何
時
こ
の
地

に
奉
ら
れ
た

の
か
資
料
が

な
い
の
で
不

明
で
す
が
玉

川
上
水
の
一

の
橋
の
名
が

天
王
橋
と
し

て
名
付
け
ら

れ
て
い
る
か

ら
村
落
が
形
成
さ
れ
た
頃
か
ら
だ

ろ
う
か
？

　

村
誌
に
よ
る
と
「
明
治
十
年
頃

の
記
録
に
「
雑
社
八
雲
社
」
拝
島

り
ま
す
。

●

八
雲（
八
坂
）神
社
が
何
故「
天

王
様
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
、

素
佐
鳴
命
（
天
照
大
神
の
弟
と
言

わ
れ
て
い
る
）
が
追
わ
れ
て
出
雲

の
国
に
来
た
と
き
、
八
頭
の
大
蛇

を
退
治
し
て
そ
の
地
の
姫
と
結
ば

れ
居
を
構
え
た
時
「
八
雲
立
つ
、

出
雲
八
重
垣
嬬ツ

マ

ご
め
に
、
八
重
垣

作
る
そ
の
八
重
垣
を
」（
日
本
最
初
の

和
歌
と
言
わ
れ
る
）
こ
の
歌
の
八
雲
立

つ
か
ら
素
佐
鳴
命
を
奉
る
神
社
が

八
雲
神
社
と
言
う
の
で
は
、
京
都

に
あ
る
祇
園
祭
り
で
有
名
な
八
坂

神
社
（
祇
園
社
）
の
祭
神
は
素
佐

鳴
命
と
奇
稲
田
姫
命
「
キ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ

ノ
ミ
コ
ト
」
と
そ
の
除
疫
神
と
し
て

合
祀
し
て
い
る
「
午
頭
天
王
」（
ゴ

ヅ
テ
ン
ノ
ウ
）（
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎

の
守
護
神
で
薬
師
如
来
の
変
身
と

言
わ
れ
て
い
る
又
、
素
佐
鳴
命
の

変
身
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）
の
が

八
雲
（
八
坂
）
神
社
を
天
王
様
と

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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歴
史
好
き
な
方
、
大
河
ド
ラ
マ

を
見
て
い
る
方
に
は
、
何
時
間
で

も
い
た
い
所
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
宮
坂
酒
造
を
見
学
し

研
修
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
め
て
会
館
利
用
者

団
体
の
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

又
、
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
火
曜
日
・
第
四
木
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
℡
℻

　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

♢  
管
外
研
修  

♢

　

去
る
六
月
二
十
三
日
（
木
）
に

西
砂
会
館
運
営
委
員
・
利
用
者
の

管
外
研
修
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
信
州
上
田
真

田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
と
松
代
真
田

公
園
宝
物
館
を
訪
ね
、
車
内
研
修

は
、
宮
﨑
光
一
様
に
よ
り
、
西
砂

地
域
と
殿
ヶ
谷
分
水
の
史
跡
に
つ

い
て
、お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

出
発
す
る
時
は
、
小
雨
も
降
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
初
の
見
学
地

真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館
に
着
く
頃

に
は
、
雨
も
止
ん
で
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
人
気
な
の
で
し
ょ
う
。

平
日
で
し
た
が
、凄
い
人
で
し
た
。

ド
ラ
マ
館
で
は
、
衣
装
や
小
道
具

の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

上
田
か
ら
松
代
へ
移
動
し
て
、

昼
食
後
は
、
真
田
宝
物
館
へ
行
き

ま
し
た
。

　

宝
物
館
で
は
、
陣
羽
織
、
真
田

家
伝
来
の
大
名
道
具
、
真
田
信
繁

自
筆
の
礼
状
。

　

現
存
す
る
、
真
田
信
幸
最
古
の

書
状
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

史蹟　真田城跡

真田宝物館（松代町）

◇
編
集
後
記
◇

　

先
日
、
出
勤
し
た
際
、
携
帯
電

話
を
忘
れ
二
十
代
の
部
下
に
話
し

た
と
こ
ろ
、
携
帯
電
話
が
無
か
っ

た
と
き
待
ち
合
わ
せ
は
ど
う
し
て

い
た
の
か
質
問
さ
れ
、
ふ
と
、
昔

を
思
い
出
し
た
。
昔
は
各
駅
な
ど

に
伝
言
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

友
人
、
恋
人
、
家
族
等
に
宛
て
た

様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
言
板
に

書
か
れ
て
い
た
。
待
ち
合
わ
せ
時

間
は
厳
守
で
あ
っ
た
。
昨
今
、
各

個
人
が
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
く
時

代
、
少
し
遅
れ
て
も
連
絡
す
れ
ば

平
気
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
か
。
携
帯
電
話
に
限
ら

ず
様
々
な
便
利
グ
ッ
ズ
の
普
及
に

よ
り
利
便
性
は
向
上
し
た
が
、
そ

こ
に
は
、
何
か
大
切
な
も
の
が
失

わ
れ
た
よ
う
に

感
じ
る
の
は
、

私
が
年
を
と
っ

た
せ
い
な
の
か
。


